
スダン公国宗主シヤルロツト ・ ド・ ラ・ マルクの遺書 (1594年)- 女性相続人と家門の継続一 
滝 澤 聡 子

はじめに

フラ ンスの国立古文書館へ出かけ、 273 AP i76のコードを入力して閲覧を申請す
れば誰 もがアクセスでき る史料がある。 それが本稿で と り あげる、 スダ ン公国女性相

続人であり女性宗主でもあったシヤルロ ツト ・ ド ・ ラ ・ マルク (1574-1594) の遺言
状である。 公証人によって 「1594年 4 月 8 日に作成」 と明記されているこの遺書の最

後には Char1ote do ta M arek と署名されているのがみてとれる。 まだ19歳という若さ

で遺書を作成した背景には、 何かし ら死への予感という ものが働いたのだろ うか。 実

際に、 この遺書力作成された日からわずか一月の間に彼女は初めての子供を死産する。 

そしてその 1 週間後には、 夫一人を残して他界するのである。 「現在、 私が妊娠中と

いう デリケート な状態にあるという こ と と、 今年、 多数の妊婦をおそった大きな災難

を考慮して (中略) 私の死後、 主が私をお召しになった後しばらく して、 私の意図す
る ものと私の欲する ものがかなえ られるよ う に、 今現在こ の遣書を作成するので

す。」 ' 不吉な予感はまさに的中した。 そして女性相続人が残したこの文書により、 38 
歳にして寡夫とな ったテュレ ンヌ子爵、 ア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウール (1555-1623) は、
「 ブイ ヨ ン公爵領とそこから彼女に付随する訴権のすべて、 スダン、 ジヤメ ス、 ロクー 

ルの宗主領、 スペイ ン国王によ って簒奪、 占領された土地にかかる権利のすべて (す

なわちブイ ヨ ン城と独立領)、 さ らに彼女に付随する男爵領、 領土、 領主権のすべて、

さ らに成文法地域に彼女力有する他の財産のすべて」 2 をラ ・ マルク家からラ ・ ト ウー 

ル ・ ドー ウ' ェルニ ュ 3家へと代襲させるのである 4。

宗主を名乗る家系が刷新されたという事実は同時代人にはどのよ う に受けとめられ

たのだろ うか。 およ そ100年が経過していたとはいえ、 やはりサン ・ シモ ン公爵は彼

の 『回想録』 の中に、 この出来事をと り あげ、 ラ ・ ト ウール ・ ドーヴェルニ ュ家がブ

イ ヨ ン公爵を名乗るよ う にな った経緯を説明している。 「 ブイ ヨ ンの元帥は、 妻が所

有していたすべてのものをそのまま保有する権利を要求した。 彼に計ら って彼女が作
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成した遺書の名において。 彼はこの書類を一度と して示さなかった。 なぜならば、 そ

のよ う な ものは存在し なかったからである」。5 家系の古 さ と正統性を何よ り も重ん

じるサン ・ シモ ン公ゆえに、 遺書の名のも とにおこ なわれた代襲を不快に感じ、 お得

意の皮肉をきかせたのだろ うか。 それと も、 存在しないといわれている遺書によ って

公国宗主の座についたテュレ ンヌ子爵の辣腕はこの時代の人には周知の事柄であった

のか。 いずれにせよ、 子爵の要求が実現するにいたった過程には、 1 世紀以上にわた

り疑惑の日が向けられていたこ とは確かだろ う 6。

とこ ろで、 サン ・ シモン公が存在しないと断言した遺言状が21世紀の現在、 フラ ン

ス国立古文書館で確認できるというのはどう いう こ とだろ うか。 この疑問に答えるた

めには、 遺言状作成の由来を調べる必要があると同時に、 1594年 5 月15 日の公国女性

宗主の死後、 この遺言状が果たした役割をさ らに詳し く調査する必要がある。 この事

件に関しては、 ほとんど研究がな されていなかったが、 2006年に提出されたヤニク ・ 

べネゼク氏の博士論文 7では、 ラ ・ ト ウール ・ ドーヴェルニ ユ家がどのよ う にスダン

公国に介入していったかを読み解こ う と試みられ、 1594年の遺言状についても詳し く

言及しているので、 そこから改めてこの出来事の全容を知るこ とができる。 本稿もこ

のべネゼク論文を手がかり に、 シヤルロ ツト ・ ド ・ ラ ・ マルクの遺書が秘める謎を解

き明かすと同時に、 事件の背後にあるもの、 と く に貴族家系がどのように継続していっ

たのかを女性相続人の遺書が果たした役割を焦点に16世紀末の政治的、 社会的そして

宗教的背景と関連させながら考察していきたい。 

第 1 章 ラ ・ マルク家一女性宗主の誕生一
今日、 フ ラ ンス北東部のシヤンパーニ ユ= アルデンヌ地域圈の一小都市にすぎない

スダンは、 だが近世にさかのぼると、 フ ラ ンス王国と神聖ローマ帝国の間に位置する

この地理的状況ゆえに、 しばしば政治的に重要な役割を果たす舞台となった。 戦略上

の拠点となる条件がそろ っていたこ とからも、 1424年にはすでに、 その後 ヨーロ ッパ

最大と呼ばれる要塞城であるスダン城の築城が始ま っている 8。 そして、 この土地を

何より も特徴づけるのが、 貨幣鋳造権までも持つ独立国であり 9、 国王でも皇帝でも

ない独自の宗主と してブイ ヨ ン公爵であり スダン公国宗主のタイ トルをいだく 人物を

擁していた点にある。 さ らに、 こ こは法的見地からすれば成文法地域にあたり、 相続

に関しては契約書に記された事項が効力をも った。

最初に宗主位についたのは、 ラ ・ マルク家の口ベール 4世 (1512 1556) であった

女性相続人の祖父にあたる人物である。 彼には成人した息子が 2 人いた。 長男の

アンリ = ロベール (1539-1574) はブイ ヨン公爵とスダン公国宗主を、 次男のシヤル
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ル= ロベ一 ル (1541 1622) も女性相続人であった母親' 'の恩恵によりモレルヴイエー 
ル伯爵を継承する。 さ て、 長兄のア ンリ = ロベールは、 ブルボン家の一員であるモ ン

パンシエ公爵ルイ 2 世の娘のフ ラ ンソワーズ ・ ド ・ ブルボン ( ? -1587) と1558年に
結婚し、 14年間の結婚生活で 4 人の子供をもうけた。 男子が 3 人と末娘のシヤルロ ツ

トである。 アンリ = ロベールが死の 3 ヶ月前1574年の 9 月 1 日に作成した遺書には、
万が一、 彼の息子たちの血統が絶えたときには'2、 公国宗主権は弟モレルヴイエー ル

伯爵と その子孫にではな く 、 妻の家系であるブルボン= モ ンパンシエ家に代襲させる

と記された '3。 つま り自らの出自であり、 子供たちにと っての父系親族にあたるラ ・ 

マルク家よ り母系親族のブルボン= モ ンパンシエ家のほう を優遇したのである。 何故

だろ うか。

時代背景を考慮にいれる必要がある。 16世紀後半のフラ ンスにおいて、 まず戦うべ

き敵は、 これまでそう であったよ う に外国の君主ではな く 、 内にいた。 カ ト リ ック と

プロテスタ ントの両陣営に分かれて く り ひろげられた熾烈を極めた戦いは、 1572年の

サン ・ バルテルミ ーの虐殺事件で緊張のピーク をむかえる。 皮肉なこ とにラ ・ マルク

家では、 兄弟で新教と旧教に分かれてしま った。 兄のアンリ = ロベール ・ ド ・ ラ ・ マ

ルクが新教に改宗したのは、 第一次宗教戦争の只中にあった1562年のことであった'4。
アンリ = ロベールの改宗およびスダン公国の新教国化には、 公国宗主妃フラ ンソワー 

ズ ・ ド ・ ブルボンの果たした役割が非常に大きい'5。 親ユグノ 一派であ った母親ジヤ

ク リ ーヌ ・ ド ・ ロ ングウイーの影響でカ ト リ ックよ り も プロテスタ ントの教えに親し

んでいた彼女は、 1562年夫と と もに改宗する以前から、 迫害を逃れてきたフラ ンス各

地の新教従たちにスダンの国境を開放してもいた '6。 改宗後、 公国に新教を持ちこむ

にあたっては、 宗主夫妻は穏健な政策をとる。 彼らの新しい宗教を臣民に押し付ける

こ とは決してせずに、 旧教との融和、 共存をめざしたのである。 「信仰の自由」 が保

障され、 改宗の強要は厳禁と された。 カ ト リ ック教会の閉鎖も、 教会人が逮捕される

こ と もなかった '7。 1564年に宗主の名において発布された勅令には 「宗教を理由と し
て、 行為あるいは言葉によ って侮辱するこ と を禁じ、 違反すれば罰する。 また、 人を、

その意思に反して、 その者力容認していない宗教へ向わせるこ と を、 あるいは、 それ

に関していかなる反日、 論争、 騒乱、 騒動、 反乱を扇動するこ と も禁ずる」 と記され

るにいたる '8。 こ う した寛容政策が、 フラ ンス本国から迫害を受けた新教徒たちをひ

きつけるのにそう時間はかからなかった。 彼ら、 亡命新教従の多 く は貴族、 法曹関係

者、 医者、 大学の知識人たちであり、 アンリ = ロベールは国政に彼らを登用させるこ

と もためらわなかった'9。 おそら く 、 この支配階級の新教徒化が引金となって、 まず
は貴族、 ブルジ ョワ階級から、 次第に臣民の裾野にまで新教への改宗がひろま っていっ
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たのだと考えられる。 宗主夫妻の改宗から、 10年ほどの年月をかけて公国は自他と も

に新教徒国と称するにいたるのである2°。
唯一の例外は、 アンリ = ロベール、 シヤルル= ロベール兄弟の母親フラ ンソワーズ ・ 

ド ・ ブレゼが寡婦産の取り決めによ り生涯にわたって所有を認められていたロクール

領であった。 長男の嫁が公国に持ち込んだ新しい宗教を毛嫌いしていた彼女は、 領内

でのプロ テスタ ン ト信仰を禁 じるこ と を息子に認めさせたのである2'。 彼女の後継者
と してモレルヴイエール伯爵位を継承した次男シヤルル= ロベールも当然のよ うに旧

教側にと どまり、 国王軍の戦力と して対新教徒との戦争に参加するよ うになる。 1573 

年のラ ・ ロ シェルの戦では、 兄と弟は敵 ・ 味方に分かれて戦うのである。 実の兄弟で

あり、 同じラ ・ マルクの姓を名乗りながらも、 信仰する宗教の違いが決定となって、

兄は弟がスダン公国宗主の位を手にする可能性を一顧だにしなかったし、 弟のほうで

も兄の決定的な意思表示に異議を唱えるこ とはなかったのである。 少な く と もこの時

点では。

さて、 ア ンリ = ロベールが他界した後、 スダン公国では寡婦とな ったフラ ンソワー 

ズ ・ ド ・ ブルボンが、 未成年の息子の後見人と して、 1584年までの10年間、 摂政と し

て国政を司るこ と となった。 夫の存命中であったとき以上に、 彼女はスダンの新教国

化をすすめていく。 この母親の後見のもとに育ったアンリ = ロベールの 3 人の遺児た

ちは、 生まれながらに新教従の世代に属する。 ただ、 長子ギ ョー ム= ロベールが母親

の後見から離れ、 公国宗主と してよ うやく 独り立ちしよ う という ときになって、 スダ

ン公国の未来に暗い影がさ しこむのである。 1587年に、 まずフラ ンソワーズ ・ ド ・ ブ

ルボンが、 ついで宗主の弟ジヤンが相次いで死亡する。 ジヤンはア ンリ = ロベールの

遺書に従えば、 このとき公国宗主継承順位の第二位にいる人物であり、 23歳という若

さでまだ結婚もしていなかった。 立て続けにおこ った肉親の死を日の当たりにし、 自

身も病床にあったギ ョー ム= ロベールは、 同年12月27 日に遺書を作成する。 そして15 

88年の 1 月 1 日には、 今度は彼がジュネーブで客死するのである。 26歳になったばか

りで人生を終えるこ と とな ったスダン宗主も、 やはり結婚はしていなかった22。 ギ ョー 

ム= ロベール ・ ド ・ ラ ・ マルク (1562-1588) 力残した遺書には、 公国宗主位の継承
者と して初めてシヤルロ ツトの名前が登場する。 ラ ・ マルク本家には、 もはや宗主の

妹にあたる13歳の少女しか、 家系 を継ぐ ものが残されていなかったのである。 遺書に

記されていたのは以下の事柄であった。 同時代を生きた、 歴史家 ド ・ ト ゥの著作から

抜粋する。

「彼は妹のシヤルロ ツト ・ ド ・ ブイ ヨ ンを、 宗主権がおよぶすべての場所において

一切宗教を変更させないという条件で、 自身の包括相続人に指名した。 仮に彼女が子
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供を残さずに死亡 した場合には、 伯父のモ ンパ ンシエ公爵、 フ ラ ンソワ ・ ド ・ ブルボ

ンと その息子である ド ンブ親王が、 フラ ンスの諸教会の宗派に従う彼らの臣民に与え

られているのと同様に、 新教の信仰の自由をも認めるという条件のも とで彼女に代襲

すると した。 ただ、 この条項が完遂しなかった場合においては、 新たにナヴアール王

とその子孫が妹に代襲すると し、 彼らに代襲する者と してはコンテ親王、 アンリ ・ ド ・ 

ブルボンを指定した。 さ らにも う一方で、 妹の結婚相手には、 ふさわしい身分の人物

で、 スダン、 ジヤメ ス、 ロクールおよび宗主権のおよぶ他のすべての場所に新教の信

仰を確立させるこ とができる者と した」23 つま り、 シヤルロ ツト を女性宗主に認める

条件と して、 公国を新教国にと どめておく こ と と、 彼女の夫となる人物も新教徒の力

のある者という こ と を掲げたのである。

と ころで、 1587年に作成されたスダン公国宗主の遺書においても、 シヤルル= ロベ一 

ルとその子孫たちに、 公国宗主位を譲る可能性は排除されたままにな っている。 ラ ・ 

マルク家の直系が絶えた場合には、 またして も ブルボン= モ ンパンシエ家への代襲が

示唆されている。 しかし、 このたびは、 シヤルル= ロベールは納得がいかなかったよ

うである。 彼は、 ギ ョー ム= ロベールの遺書に異議を中し立て、 宗主権の継承を主張

する。 親、 兄弟のいない未成年の少女を宗主にいただ く こ と となったスダン公国の不

安定な状態につけこむのは今だと考えたのはシヤルル= ロベ一 ルだけではなかった。 

カ ト リーヌ ・ ド ・ メ デイシスも、 公国宗主領の没収と シヤルロ ツト をカ ト リ ック教従

ロレー ヌ公家の一員と結婚させるこ との可能性を国王アンリ 3 世に進言した24。 そし

てやはり動いたのは、 隣国の領主であり、 カ ト リ ック同盟リーグのリーダー、 ギーズ

公ア ンリ ・ ド ・ ロ レーヌであった。 前年、 自身のロレーヌ領をスダンのプロテスタ ン

ト軍に荒らされたこ とへの報復を理由に、 ギーズ公は公国の要地であるジヤメ スと ス

ダンへの攻撃を開始したのである25。

とこ ろで、 この要地間を行き来するにはシエール川を越える必要がある。 右岸に接

する ド ウジ村には橋がかかっていたため、 こ こがロ レー ヌ軍の駐屯地と な った26。 指

揮をと っていたのはロズヌであった。 と こ ろが、 彼はロクールへの偵察に出むく 際、

村に 4 騎兵小隊しか残さないで出かけるという失策をおかしてしま う。 この情報をい

ち早く聞きつけたスダン総督クリスト フ ・ ド ・ シヤゼルは、 1588年 4 月13日早朝の 3 

時、 80人の騎馬兵と400人の1-i兵を従えて ド ゥジ村へかけつけた。 2 時間で決着はつ

いた。 スダン側は 2 人の死者と幾人かの負傷者、 対するロレー ヌ側は140人の死者と

200人の虜囚をだした。 シヤゼルは、 ロレー ヌ軍の馬200頭と大砲 2 門、 3,000エキュ
金貨を携えてスダンへ凱旋した。 街のすべての鐘が打ち鳴らされ、 歓喜にわく 民衆が

勝者を称えあげる中、 彼らを出迎えに駆けつけたのは馬に乗ったシヤルロ ツト ・ ド ・ 
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ラ ・ マルク その人であった。 ド ゥ ジの英雄は、 その時その場で、 奪い取った敵方の旗

を彼女に献上した27。 公国の宗主は誰であるのか、 スダンの人々が理解した瞬間であっ

た。 

第 2 章 女性宗主の結婚
スダンの女性宗主は一刻もはやく 結婚する必要があった。 ド ゥ ジで勝利したとはい

え、 公国内は宗教戦争のあおりをうけて、 報復行為が繰り返され国が安定していると

はいいがたい状態が続いていたからである28。 ギ ョ ー ム= ロベールの遺書には、 シヤ

ルロ ツトの結婚相手は新教徒であるべきこ とが明記されていたが、 花婿候補に名乗り

をあげたものの顔ぶれは多彩であった。 小 さいとはいえ公国宗主の位は大変に魅力的

であったよ うである。 モ ンパンシエ公は、 旧教従であり、 また教会法に抵触する恐れ

があるにもかかわらず、 息子のア ンリ を後見している姪、 息子にと っての実の従妹と

結婚 させたがった し29、 兄ギーズ公の後を継いで リ ーグ派のリ ーダーにお さま り、 ス

ダンを攻撃していたマイエ ンヌ公シヤルル ・ ド ・ ロ レー ヌは、 息子との結婚と和平交

渉を同列に置いた3°。 ヌ ヴェール公ルイ ・ ド ・ ゴ ンザーグもまたカ ト リ ックであった

が、 ナウ' アール王側に属していたので息子シヤルルをスダンの女性宗主と結婚させる

こ と も可能であると考えていた3'。 領有する公爵領レ トルが、 スダンから南西に40キ

ロメ ー トルほどの近郊に位置していたこ とから領土の拡大を狙ったと思われるが、 い

さ さか楽観的すぎたよ う である。

花婿選びの決定権はナウ' アール王のほか、 スダン公国評議会と、 先の宗主の親友で

あり、 シヤルロ ツトの補佐を遺書でも頼まれていた32ユグノ ー を代表する武将フラ ン

ソワ ・ ド ・ ラ ・ ヌ エが保持していたのだが、 彼 らは、 スダ ンをプロ テスタ ン ト国のま

ま維持させるこ とを大前提に、 シヤルロ ツトの夫は新教従から選ぶこ とで意見が一致

していた。 ヌ エが推したのはカ ジミ ール公の甥で、 未来のプフ アルツ選帝侯となるは

ずのフ リー ド リ ッ ヒであり、 評議会もまた ドイ ツの諸侯のなかから、 ク リ スチ ャン ・ 

フ オン ・ ア ンハル ト を推薦した33。 だが最終的には1588年の 5 月に、 ナウ' アール王と、

「ユグノ ーの教皇」 と渾名されるデュ ・ プレ シ= モルネ力賛成する、 フラ ンス人で新

教従の貴族であるア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールにおちつ く 34。 彼、 テュレ ンヌ子爵は、

王の腹心であり、 36歳であった。

対カ ト リ ック を念頭におきながら も、 ドイ ツのプロテスタ ント諸候と完全に手を組

むこ とにも警戒を示すこの人選からは、 ナウ' アール王、 つまり未来のフラ ンス国王ア

ンリ 4 世の政治的資質の高さがうかがい知れる。 彼はスダンに、 フ ラ ンスにおける対

ロ レー ヌ公家および対神聖ローマ帝国の盾となる役割を求めた。 また、 テュレ ンヌ子
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爵に白羽の矢がたったのは、 ナヴァー ル王にと って、 彼は腹心であり ながら、 潜在的

な敵で もあ ったからである35。 ヴ ァロ ワ朝のフ ラ ンス宮廷での失寵が引金 とな って、

1576年になって初めて、 子爵はナウ' アール王のネラ ック宮廷に出仕するよ うになった。 

彼が新教に改宗したのも、 このこ ろであった36。 新教徒と しての資質は不鮮明であり

ながら、 子爵の軍事的能力は、 疑いよ う もなかった。 ナヴアール王は、 公国宗主の地

位をちらつかせるこ とで子爵に恩を売り、 また彼をプロテスタ ント に必然的にと どめ

おく こ とのできるこの結婚を利用した。 さ らに、 子爵を彼が大所領と影響力を有する

フラ ンス中部のオー ヴェルニ ュ地方やリムーザン地方からひき離して、 王国の北束へ

追いやるこ とで力の分散を図ったと と もに、 この優秀な軍人を王にと って日下のとこ

ろ最大の敵であるロレー ヌ公家へ対峙させるこ とにより、 現実と仮想の 2 大ライウ' ァ

ルの力を同時に牽制したのである。

テュレ ンヌ子爵にと って、 この女性宗主との縁談に異論はあるはずもなかった。 彼

個人にと っても彼の家系にと っても、 さ らなる社会的上昇を果たせる千載一遇の機会

と捉えたのである。 子爵自身は、 「長きにわたって王国における名門中の名門であり

つづけた」37 オーウ' ェルニユ地方の家系貴族、 ラ ・ ト ウール家の出身であり、 9 つの

要塞都市と 120の村からなる リ ムー ザン地方に有するテュレ ンヌ子爵領のほか、 モ ン

フ オール伯爵領等の複数の封土を有する有力貴族であった38。 つま り、 彼はスダン女

性宗主の結婚相手に 「ふさわしい身分の人物」 であったのだが、 それでも シヤルロ ツ

ト ・ ド ・ ラ ・ マルクに付随する宗主という地位、 時代を背景にした彼女の政治的、 宗

教的立場と地理的な側面からみたスダンの重要性に鑑みるならば、 より敬意を払われ

るべきはシヤルロ ツト であるこ とは、 誰もが認めると こ ろであった。

それゆえに、 1591年の10月15 日にスダン城内でアンリ 4 世立会いのもと、 執り行わ

れた結婚契約では、 妻の家格が夫より上とみなされる場合に特徴的な契約項日が列記

された。 つまり、 「ア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールは以後、 第一の称号と して 「ブイ ヨ ン

公爵およびスダンと ロ クールの公国宗主」 を名乗るこ と」 また 「長子はラ ・ マルクの

名前と家紋を、 変更を加えずに使用するこ と、 次男以下の子供たちは、 望むならば、

ラ ・ ト ウール= ラ ・ マルクのそれを使用するこ と」 それに 「統治と公国行政組織に関

連するすべての証書、 勅令は夫婦の連名で出されるこ と」 「公国領の所有者はシヤル

ロ ツト ・ ド ・ ラ ・ マルクのままであり、 夫の署名以外に彼女の署名も必要であるこ

と」39 とする項日のすべてが、 この結婚が同格の家の結びつきである 「同等婚」 では

な く、 典型的な女性側の 「下降婚」 であるこ と を明白に示しているのである。

結婚契約書に署名してただちに、 テュレ ンヌ子爵は軍人と してのその非凡な才能を

スダンの臣民にみせつけるこ と となる。 当初、 1591年10月27 日に予定されていた結婚
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式は、 スダンよ り34キロ南東に位置する町、 ス ト ウネに拠点をお く リ ーグ派のスダン

への侵略が再開されたこ とで延期とな った。 27 日その夜に、 ス ト ウネに向かう ため、

子爵は400人の弓兵を率いてスダンを出発した。 明け方の 4 時、 町の外壁に到着した

子爵の部隊は奇襲をかけた。 スト ウネは難なく11111落してしまう。 その足でスダンに戻っ

た子爵は11月19日に晴れて結婚式に臨んだ。 アンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールは、 「私がこ

れまで見たなかで最も疑い深い人々」 と ア ンリ 3 世の使者に言わしめた4°スダ ンの民

に、 当初から好意的に受け入れられるこ と となった。 また、 妻となったシヤルロ ツト ・ 

ド ・ ラ ・ マルク も夫に敬意を払 っていた4'。
子爵が妻より先に死亡した場合を想定して結婚契約書に記された項日、 「 く だんの

令嬢は、 子供がいない場合では15,000リー ウ'ルの土地を、 子供がいる場合には12,000 

リー ヴルを寡婦産と して受け取る。」42 と明記された契約は、 実際には必要とならな

かった。 彼女が20歳の誕生日を迎える前に、 生まれてきた子供の後を追う形で、 夫よ

り先に死亡したのは1594年 5 月15 日、 契約書に署名がなされてからちよう ど 2 年 7 ヶ
月後のこ とであった。 

第 3 章 シヤルロ ツ ト ・ ド ・ ラ ・ マルクの遺書

妻の死亡の知らせを聞いて、 アンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールは、 早々に手をうたないと、

自分の立つ基盤が永久に手の届かない所へいってしま う こ と を自覚した。 ラ ・ マルク

本家の女性相続人であったシヤルロ ツトが、 子供を残さずに他界したこ とで、 ギ ョー 

ム= ロベールが1574年に作成した遺書に想定してあった事柄が現実のものとなり、 遺

書の効力が新たに蘇ったからである。 1591年の結婚契約書には、 子供を残さずに妻が

先に他界した場合については触れられてはいなかった。 ギ ョー ム= ロベールの遺書を

踏襲すると了解されていたのだろ う。 そこで、 まずア ンリは、 女性宗主の死をア ンリ

4 世に知らせる使者を大至急派遺し、 公国宗主の座に自分がと どまれるよ うに王の力

添えを請う書状を持参させた。 そこには、 (1)妻が嘘偽りのない愛の証と して、 彼に全

財産を譲ったこ と、 (2)それが彼の正当な所有であるこ とを、 国王の権威と厚情で保護

してもらいたいこ と、 (3)彼力得た権利に反論を述べるものが多数でて く るこ と力予想

できるが、 彼が国王と面会したときにその証拠については提示するつもりであるこ と

が書かれていた43。 それに対して国王は彼に保護を与えると返答したが、 以下の一文

を付け加えるこ と も忘れてはいなかった。 「 も し貴殿がお書きのとおり に、 法と正 し

い理由と資格に基づいているのであれば、 余の厚情と援助と保護を保証できるすべて

のものを、 いと も善良な臣民一人のために、 ふるまい続けるわけにはいかないだろ

う」0
44 
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国王同様に、 スダン公国民の感情を知り自分の味方につけるこ と も、 アンリ ・ ド ・ 

ラ ・ ト ウールが打った布石の一つであった。 彼は、 公国全土に 「 シヤルロ ツトは相続

人にモニ候爵、 ルイ ・ ド ・ ラ ・ マルク45を定めた」 との噂を流して民衆の反応を確か

めた。 公国における旧教の復活と信仰の自由が失われるこ と を予想して、 人々は自分

たちの恐怖心をアンリ自身に訴え出た。 民意は自分に味方しているとの確信を得て、

彼は噂を打ち消し、 妻の遺書を発見したこ と、 それによって彼は宗主の座にとどまり、

国は新教のままであるこ と を人々に確約した46。 妻の書類を整理しているときに発見

されたと彼が主張するこの遺書こそが、 現在、 フラ ンスの国立古文書館に保管され、

私たちが日にするこ とのでき る シヤルロ ツト ・ ド ・ ラ ・ マルクの遺書なのである。

この史料に日を通してみてみよ う。 最初の項日は、 公国が新教国と して存続するこ

とである。 「第一に、 私の宗主権のおよぶと ころで長きにわたって受け入れられてき

た、 聖なる神の改革派教会の幸福と保全が続いていく こ と を、 永久に維持されていく

こ と を望みます。」47

それに続いて、 夫が示して く れた愛情への返礼に、 彼女が成文法地域に有する領土

と それに付随する権利のすべて、 つまり スダン公国宗主権もそこに含まれるこ とにな

る全権利を夫へ譲るこ とが続く 。 「私は、 夫である殿が、 かいがいし く も常に私に対

して抱き、 示して く ださ った、 妻が夫に望みう る心からの完全なる親愛の情を思うに

つけ、 また国王と フラ ンス国の敵との戦いへ出陣なさ る前に、 私のために成文法地域

の国々にお持ちの財産の譲渡が記された遺書を託して く ださ ったこ とまでをも思うに

つけ、 さ らに私たちの結婚契約書の中で交わされた生前賠与を行って く ださ ったこ と

を思うにつけ、 彼の愛情へこたえる私からの愛の証と して譲渡を行います。 現在、 妊

娠中の子供、 あるいは今後生まれて く るはずの別の子供を残さずに私が他界したとき

には、 ブイ ヨ ン公爵領と、 スダン、 ジヤメ ス、 ロ クールの宗主領と私の所領のすべて

から派生した私に付随する権利と訴権は、 (中略) 殿、 私の夫のものとなるこ と を望

みます。 また同様に、 セリニ ヤン、 プリ ウ' ァ、 アルラ ン ド、 アラモ ン、 ボーム= ル= 

ト ラ ンジ、 ヴアラ ブレグの男爵領、 土地、 所領と ドフ イネ地方に有するオマール公と

共有する土地の半分を、 また一般的に成文法地域において私が有する他の財のすべて

を、 また成文法地域にあるすべての私の土地と所領、 宗主領を殿、 私の夫へ、 彼とそ

の子孫が永久に享受できるよ うに譲り渡します。」48

次に遺書は、 母方と父方の両方の叔父の家系へ、 慣習法地域に保有する土地を譲渡

するこ と を述べる。 「父方と母方の家系から私が受け継いだブレネ伯爵領とモニと プ

ラ ンの男爵領、 それにノ ジヤン= ル = ロワ、 シ ョーモ ン= ジュール = ロワールと ラ ・ 

フ ェルテ= ゴシェの城主権については、 (中略) 父方、 母方の財と もに慣習法地域に
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ある ものです。 私はそれらを父方と母方の相続人へ残します。 く だんの財が座す場所

の慣習によ って決められたものに互いに則 って、 父方に関しては、 私の叔父のモレウ' 

リエール伯爵が、 母方に関しては私の従兄のモンパンシエ公爵が相続するものといた

します。」49

その後、 遺書には、 亡き母親がスダンに設立したコレー ジュへ12,000リー ヴルを、

救貧委員会へ6,000リー ヴルを、 そして新し く 建つプロテスタ ント教会へ3,000リー ヴ
ルを寄進するこ とが述べられるほか、 スダンに呼び寄せていたシヤルル= ロベールの

息子と娘にも、 10歳であった娘のカ ト リー ヌへは結婚資金と して10,000リー ウ'ルを、

13歳のルイへは 「武具を身につける年齢になったとき、 供回り と武具一式を揃える足

しに」 20,000リー ヴルを与えるこ と と、 また奉公人たちへの支払いが約束され、 これ

らの金銭は、 上にあげたフラ ンス国内の慣習法地域に属する彼女の財産から使用され

ると定めていた。

遺書は執行人を指名したあと、 「私の意図するものと最後の望みをかなえる最良の

形式と方法と して」 この文書をしたためたと説明する。 後は、 遺書の制作に携わった

人物の名前と肩書きが記され、 「スダン城、 1594年 4 月 8 日」 と場所と日付が書かれ
た後、 行が改まり、 これまでとは明らかに異なる書体で Char1ote de la Marek と署名

が入る。 その下に他 6 名の署名が続き、 最後に、 この遺書のスダン宗主国法院への登

録が完了したこ と を記す一文と1594年 6 月10日の日付、 Drelincourt の署名で終わるも
のが、 その全容である。

とこ ろで、 今日では簡単に日にするこ とのできるこの遺書であるが、 シヤルロ ツト

の署名の入 ったオ リ ジナルを日にしたものは、 上にサイ ンした人たちを数に入れなけ

れば、 近世を通してア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウール以外に一人もいなかった。 彼が提示を

かた く なに拒んだのである。 後のシュリ一公爵で財務大臣と もなる、 マク シミ リ アン ・ 

ド ・ べテ ュー ヌ も、 ア ンリ 4 世の命で遺書を鑑定するためにスダンを訪れたのだが、

3 日間にわたる大歓待を受けたあとで、 「自分のために妻が作成したと彼がいう その

遺書を示すよ うに」 との国王の望みを切りだしたところ、 以下の理由で拒絶された。 

「贈与契約書は小箱に収められてしま っている。 私に読ませた後で、 彼女自身の手に

よ ってしまわれ、 隠されてしま ったからだ。 私を面倒にひきこみ、 私の善行につけこ

もう とする人々に対して、 法廷で役立たせるこ と を除いては絶対に開けないよ う、 私

に約束させたのだ」。5°
これで収まらなかったのが、 突然の遺書の出現によ って、 公国宗主権の継承から排

除された人たちであ った。 シヤルロ ツト の母系親族にあたるブルボン= モ ンパ ンシエ

家と父系親族のラ ・ マルク分家である。 ブルボン= モンパンシエ家の場合、 ギ ョー ム= 
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口ベールの遺書では、 シヤルロ ツ トが跡継ぎを残さずに死亡した場合、 成文法地域に

属する公国領の土地とそこに付随するすべての権利、 つまり スダン公国宗主権もそこ

に含まれる権利のすべては、 叔父のフラ ンソワ ・ ド ・ ブルボンおよびその子孫が代襲

するこ とにな っていた。 1594年時には、 当主はフラ ンソワから長子のアンリ にすでに

代わっていたが、 当然、 アンリ ・ ド ・ ブルボンは異議を中し立てる。 が、 アンリ ・ ド ・ 

ラ ・ ト ウールの対応はすばやかった。 同年の10月24日にはアンリ 4 世立ち会いのもと、

すでに両家系の間で和解が成り立っている。 「この和解は、 いと も高貴で、 いと も強

大であり、 いと も名高き君主、 フラ ンスとナウ' アールの王、 アンリの同意の意向と権

限によ ってなされる。 王はく だんの和解に対して、 それがいつまでも続く こ と を望ま

れ、 亡き ブイ ヨ ン公爵の遺書による譲渡によ って、 陛下がお持ちであられ、 お持ちで

あられるはずであったブイ ヨ ン公爵領と スダン、 ロ クールの宗主領にかかるすべての

権利と訴権を過去と現在においてあき らめ、 放棄なさ る。 さ らにブイ ヨ ン公爵、 ア ン

リ ・ ド ・ ラ ・ ト ウール殿に善きよ う に計られ、 それらのものを く だんのブイ ヨ ン公殿

へ渡され、 彼とその子孫が寄贈、 譲渡、 撤回不能譲渡、 生前贈与を行う こ と をお認め

なさ る。 同様に、 国王陛下はく だんのモンパンシエ殿に対しても善きよ うに計られ、

遺書による譲渡に従って、 お持ちであられ、 お持ちであられるはずであったジヤメ ス

の土地と宗主領にかかるすべての権利と訴権、 そこに付随するものを過去と現在にお

いてあき らめ、 放棄な さ る」。5' ア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールは、 ジヤメ スの宗主領を

交換条件に、 モンパンシエ公を納得させたのである。

その一方、 シヤルル= ロベール ・ ド ・ ラ ・ マルク との和解は難航した。 そもそも彼

は、 ギ ョー ム= ロベールの遺書にも異議を申し立てており、 分家が存続している以上、

遺書によ って代襲を定める権利を、 ギ ョーム= ロベールも シヤルロ ツト もどちらも有

してはいなかったと主張した。 彼は1591年の結婚契約書を引き合いにだして、 長子が

ラ ・ マルクの名と紋を、 変更を加えずに使用する、 と取り決めがなされたのは、 公国

の永続と ラ ・ マルクの名の継続が同一視されたからで、 そこに代襲が入り込む余地は

ないはずである と訴えたのである52。 しかし、 成文法地域における契約書の効力が、

父系の親族意識を寄せ付けず、 この訴えは却下された。 そこで彼は力ずく で公国を奪

おう と、 1598年 1 月12 日、 スダン城を奇襲する行動にでた。 内通者により情報は当局

に筒抜けであったため、 作戦は大失敗に終わった。 結局、 シヤルル= ロベールは1601 

年 8月25日によ うやく和解に応じるこ と となる。 彼は、 アンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールが

有するスダンとロクールの宗主領、 ブイ ヨ ン公爵領等の土地に対する権利を認めた。 

その代償に彼も、 成文法地域から土地を得るほか、 15,000リー ウ'ルと、 終身の年金

6,000リー ヴルを保証される。 さ らには、 「 ブイ ヨ ン公爵」 のタイ ト ルを名乗る権利ま
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で もが、 「彼の終生において」 と いう限定つきではあったが、 認められた53。 ア ンリ ・ 

ド ・ ラ ・ ト ウールは、 こ こで晴れてスダン公国宗主と認められたのである。 臣民にも

フラ ンス国王にも前宗主の親族にも代襲を承認させ、 以後は、 公国の永続と同一視さ

れるのは、 ラ ・ ト ウール ・ ドー ウ' ェルニ ユ家の名前の継続と なるのである。 

おわりに

シヤルロ ツト ・ ド ・ ラ ・ マルクの遺書は確かに実在している。 それは本物だったの

だろ うか。 も っと も、 たとえ遺書が女性相続人の死後に作成されたものであったと し

ても、 誰か他のものの手によ って署名がなされていたと して も、 独立公国の宗主であ

り、 宗主国法院をもつ人物が鑑定を拒む以上、 パリの高等法院さえもその閲覧を強制

する法的権限はもたなかったのである。 それを知 つていたア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウール

にと っては、 フラ ンス国王 と スダンの臣民が、 自分が宗主の座に留まるこ とに賛成し

ているこ とが判明した時点で、 自らの勝利を確信したはずである。 後は、 遺書という

体裁を繕うだけで事が足りた。 遺書に最後に記された一文 「私の意図するものと最後

の望みをかなえる最良の形式と方法と して一」 の 「私」 とは、 アンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウー 

ルであるこ とはもちろんだが、 ア ンリ 4 世であり、 スダン公国民でもあったのである。

アンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールにと っては、 フラ ンスと行政を別にする独立公国の女性

相続人と結婚するこ とは、 飛躍的な社会的上昇の実現であった。 だがそれでも、 結婚

契約書の取り決めに従えば、 彼の宗主と しての権威は妻によ って認められるだけのこ

とであって、 公的に公国の宗主はラ ・ マルク家の相続人である妻、 シヤルロ ツト であ

るこ とに変わりはなかった。 ラ ・ ト ウールの家名と家紋を後世に残すこ とにも制限が

加えられた状態で、 自らの出身家系の継続は、 風前の灯だったのである。 予期せぬ妻

の死は、 宗主権継承の権利をもたない彼の立場を危う く するはずだったが、 同時にそ

の権利をつ く り だす絶好の機会と もなった。 成文法地域では認められていた代襲相続

は、 それが要求されたときからさかのぼって、 も っと も日付の新しい契約書に記載さ

れた事項によって判断がく だされる。 妻が遺書を残し、 自分と自分の子孫に代襲を認

めるこ とが記されていれば、 ラ ・ ト ウール家がラ ・ マルク家に代わって宗主国の正当

な主とな って、 後世へもラ ・ ト ウールの名前を残すこ とができ るのであった。

アンリ 4 世にと っては、 内外の敵への対策としてスダンの宗主権を、 彼がまだナウ' アー

ル王時代であったこ ろからの臣従である、 ア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールに委ねたままに

してお く ほうが都合よかった。 国内と外国の旧教徒たちへの対策のためである。 リ ー

グ派リーダーのロレー ヌ家の中核的な所領であるロレー ヌ公爵領は宗主領の隣にあり、

スペイ ン領ネーデルラ ン ドはブイ ヨ ン公爵領に隣接していた。 オース ト リ ア ・ ハプス
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ブルク家の神聖ローマ帝国もまた、 スダンの宗主領と国境を接していた。 ア ンリ 4 世

は、 プロテスタ ント国家と しての地位を確立していた独立宗主公国スダンの状態を認

めるこ とで、 保護者の役割を演じつつも、 脅威の矛先をフラ ンスから回避させる可能

性を考慮にいれていたといえる。 さ らに、 ア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウール自身への対策の

意味もあっただろ う。 名家の出身で、 多 く の所領を持ち、 戦の才にも秀でたこの有力

貴族が自身の敵となる可能性を、 王は常に考えていた。 代襲を認め、 宗主の座につけ

てやるこ と で、 彼の王や新教への忠誠心も、 確かなものにでき るはずであった。 シヤ

ルル= ロベール ・ ド ・ ラ ・ マルクが公国宗主権をめぐ ってアンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウール

に対する訴訟をおこ したと きに、 ア ンリ 4 世がも らした 「余はブイ ヨ ン殿に勝 って も

らいたいと思う」54 とい う言葉は、 偽りのない彼の本心であったはずである。

スダンの人々にと っては、 自分たちが享受していた信仰の自由を護るためにも、 公

国宗主は、 この保護策をと ってきた先の宗主たちと同じ新教従であるこ とが望ましかっ

た。 結局のところ、 宗教の寛容政策が実現しているのは、 新教従の領主が旧教を容認

している場合だけで、 その逆の例をみたためしがない。 彼らにと って、 公国の永続と

ラ ・ マルクの名の継続を一致させるこ とは意味をなさなかった。 公国は新教国と して

存続するこ とだけが、 彼らの願いであり、 それができ る人物なら家の名を問う必要は

なかったのである。 力に訴えよ う と したシヤルル= ロベールの奇襲が失敗に終わった

のも、 いや、 そもそも奇襲にしか訴える手段がなかったのも、 スダン公国民が、 ラ ・ 

マルクの名を有する彼よ り もア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールを自分たちの宗主に選んだか

らだといえよ う。

宗教戦争という時代を背景に、 家系の存続という社会的な側面、 敵への対策という

政治的な側面、 また信仰の自由の保護という宗教的側面からさまざまな思惑が絡みあ

い、 利害の一致を見出す歴史的過程を、 一通の遺書が教えてく れた。 事件から400年

以上が経過した現在では、 それの真贋を鑑定しても結果に注意する人は、 そうはいな

いはずである。 だが、 この遺書は、 本物、 偽物どちらであったと しても、 宗教戦争と

アンリ 4 世による王権回復期という時代を語る証言者であり続けている。 

<註>
1 Archives Nationales de France, 273 A.P. 176.
2 Ibidただしこの記述は遺言状本文ではなく 、 史料整理用に別に記されたとみられる要約から

抜粋した。

3 アンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールが自身の名前と紋にオーヴェルニ ユ家のものを加えるのは、 直系
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の相続人であったマルグリ ッ ト ・ ド ・ ヴァロワが亡 く な った1606年以後からである。

4 ア ンリ ・ ド ・ ラ ・ ト ウールはシヤルロ ツト ・ ド ・ ラ ・ マルクの死から 1 年後の1595年にオラ

ンジュ公ギ ョーム ・ ド ・ ナソーの娘エ リザベ一 ト と再婚し、 8 人の子を も うけた。 ルイ 14世

時代のフラ ンス元帥で、 大テュレ ンヌ と称された父と同名の息子もその一人である。

5 Louis do Rouvroy, due do Saint-Simon, Memoires, edition etablie par Yves Coirault, Ga11imard,

1983, tome II (1701-1707), p828.
6 ヌムー ル公.爵夫人も、 彼女の 『回想録』 の1649年の中で 「人は彼の父親が策を弄してスダン

の宗主権を纂奪したと確信しているのにもかかわらず一」 と述べている。

7 Yannick Benezech, ｫｫ Dieu bat et n'abat ｻ : Ia Principaute do Sedan, Raucourt et Saint-Menges 

sous les La Tour d'Auvergne (1591-1652) ｻ, These do Doctrat sous ta direction do M . Bernard

Gmnberg, Universite do Reims-Champagne-Ardenne U.F.R. Lettres et Sciences Humaines, Juin

2006.
8 Alain Sartelet, Le chateau-to t do Sedan, 1'Association pour ta Valorisation dos Atouts Culturels 

do ta Champagne-Ardenne (AVACCA), 1998, p.4.
9 1549年にフラ ンス国王アンリ 2 世によ って承認される。

10 彼は、 まず臣従の誓いをする必要がない領主裁判権を有する封土を購入し、 こ こ をブイ ヨ ン

公領の分封土と した。 そしてこの領地内で宗主と してふるま う こ とでブイ ヨ ン公領の宗主で

あるこ と をまずアンリ 2 世に認めさせ、 ついで公的に公国宗主の肩書きを名乗るこ とで世間

に も承認 させるとい う巧妙な方法を と った。

11 モレルヴ ィ ェ ール女伯フ ラ ンソワーズ ・ ド ・ ブレゼ ( ? -1574)。 デイアース ・ ド ・ ポワチ

エの娘である。 国王アンリ 2 世による口ベール 4 世への特権の承認の数々は、 この親族関係

から派生 したものと思われる。 モレルヴ ィ ェ ー ルはノ ルマ ンデイ一地方に位置する領地。

12 三男のアンリ = ロベールに関しては、 生年が1571年11月24 日であるこ とは判明しているが没

年は天逝したと伝え られるだけで不明。 父親の遺書作成時に存命していたかは括弧つきであ

る。 シヤルロ ツトは1574年11月 5 日生まれであるので12月 2 日に父が他界したときにはすで

にこの世にいたが、 遺書作成時には性別はいまだ不明な状態であったはずである。 生没年月

日 の出 典 は す べ て ア ン セ ル ム に よ る 。 Le Pere Anselmo, H i toire ge ea1oglque et 

chrono1ogZque de la M◆aison Royale de France, Paris, 1726-33, Tome VII, p.169.

13 Y. Benezech, op. cit., p.125.

14 Saint-Simon, op. cit., p.1575.

15 フラ ンスの宗教改革に貴族女性が果たした役割については、 Nancy L. Roelker の研究に詳し

い o

16 Rosine A. Lambin, FEMMES DE PAIX La coexl tence religieu e et les dames de la noblesse 

on France 1520-1630, L'Harmattan, 2003, p 221.
17 Ibid., p 223. 
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45 シヤルロ ツ トの父方の叔父 シヤルル ・ ロベ一 ルの次男。 彼は妹のカ ト リ ー ヌ と と もに実際に

スダンのシヤルロ ツトのもとへ、 叔父との和解交渉を理由に呼び寄せられていた。

46 Y. Benezech, op. cit., p.135.

47 Archives Nationales do France, 273 A.P. 176.

48 Ibid.
49 Ibid.

50 Secretaires do Sully, op. cit., p 293.

51 C. Justel, op. cit., pp 276-277.

52 Y. Benezech, op. cit., p.143.

53 Ibid., pp.147-149.だがシヤルル= ロベールは、 すぐに和解契約の無効を訴えはじめる。

54 Ta11emant des Reaux, Historiettes, edition etablie et annotee par Antoine Adam, Ga11imard,

1960, tome I, p.184. 
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